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こういう柔軟な思考
無くしていませんか？





氏より育ち！
育つ環境で、形が変わる

人間はどうなのでしょう？







高度経済成長からの学び

①環境資源には限度があり、過度の利用や便益の取り出しは環境
資源としての疲弊・劣化を招く

②環境資源の多様な側面を無視した単機能に特化した利用は他機
能に影響を及ぼす

③その結果、自然環境の状況は歪み、ひどい場合には元に戻らな
くなる





• 健全に自然体験（＊）することが、生物としての人間の正常なＤ
ＮＡ反応につながるのです

• ＊ここでいう自然体験は、人間が他の多くの生物とかかわり合い
を深く持つこと。

• ダーウィンの進化論は、実はそれを伝えたかったのです。

• 人間が健全でなくて、健全な経済は支えられますか？

• 地域ごとの特有の自然環境と接しているからこそ、人間の多様性
が生まれるのです。









東京湾では絶滅してしまったアオギス。
国内では大分県の中津干潟ぐらいでしか見られない





東京湾埋立の変遷

干潟・藻場の消滅も問題だったが
このラインを境に、海に近づけなく
なったことが問題

海と人の関係だけでなく
人間どうしの関係も希薄
化していった。



図 明治時代の東京湾漁場(ぎょじょう)図に
示されたアマモ場の分布状況

作成：東京久栄

もともとの東京湾



両陛下からアマモの苗のお手渡し





アマモ移植会：神奈川県知事だって



途絶えていた神事の復活（無垢塩祓いの神事）







日本もまだまだ捨てたもんじゃない！
大人の心を揺さぶってくれる高校生たち



東京湾再生官民連携フォーラム
最近の東京湾の動き
あらためてあらゆるジャンルの人がつながり直すこと
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自然再生

自然再生

食の地産地消によるCO2（輸
送部門）の削減、安全安心

海の森によるCO2削減

魚介類の再生

自然体験
環境活動実践

地産地消市
（江戸前市）

マリーナ利用 ショップ利用

漁業者

住民住民

住 民住 民

顧
客

ユ
ー
ザ
ー

教育・社会貢献・コミュニティ形成

自然再生活動

自然再生場の活用 エコ商品/リサイクル活動

マリーナ利用の魅力増

魚の料理教室など

集客の相乗効果
ユーザーと漁業者の
ネットワーク

住民と漁業者のネッ
トワーク

住民・市民
ネットワーク
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水産教育研究機構
堀さんの資料より



水産教育研究機構
堀さんの資料より




